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平素より、真心からのご支援を賜り、心から感謝申し上げます。米国発の
金融危機は、世界各国の経済に深刻なダメージを与えています。我が

国も今こそ「100年に一度の経済危機」との認識に立ち、非常時の対策を打ち
続けなければなりません。

非常時の対策といっても特別なものではなく、①大型減税、②需要創出、
③金融緩和、④雇用対策といった万国共通の政策を速やかに実行する

ことが大切です。無論、財政再建が重要なことは言うまでもありませんが、
この３年間は非常事態であり、財政出動に躊躇するべきではありません。

定額給付金をばらまきと批判し、その実現を阻もうとする政党がありま
すが、庶民の生活支援と消費を下支えすることは重要であり、給付を付

けた減税は世界どの国でもやっている政策です。中小企業には既に緊急保
証・セーフティーネット貸付を実施中ですがこれを総額30兆円まで拡大、法
人税の特別減免や本年度赤字分の繰戻し還付も行い、断固支えてまいります。

需要創出策として、高速道路料金の大幅引下げ、過去最大の住宅ローン減
税や省エネ・バリアフリー・耐震住宅への減税、エコカーへの自動車重

量税・取得税の減免などを実施しますが、私は、さらなる地域経済のカンフ
ル剤として、環境教育・災害対策にもつながる全ての小中学校・病院への太
陽光発電パネルの設置と耐震化を集中的に進める取組みをしています。こ
うした諸施策の効果を大いに発揮させるためにも、金融の大緩和が不可欠
です。企業が使いやすい資金を潤沢に供給し、為替も円安に誘導することが
日本経済の再生の生命線です。

万全なる雇用対策も重要です。政府・与党として３年間で総額２兆円の
雇用対策を決定していますが、とりわけ解雇や雇い止めなどで住居を

失う問題が深刻化していることから、雇用促進住宅や都市再生機構住宅を
提供できるよう確保しました。地方自治体が、失業者を市の臨時職員として
採用したり、公営住宅を提供した場合には、国として特別交付税で支援する
ことも実施することになり、早速神戸市も臨時雇用を決定しました。私は、
再就職がスムースにいくための実質的な職業訓練を進める一方、公務員の
中途採用枠を大幅に引き上げることを提案しています。　

最後に、今こそ政党・政治家は党利党略を捨てて全英知を結集すべきであ
ることを強く訴え、本年一年、私自身はこの思いで全力でこの難局にあ

たることをお誓い申し上げます。

1958年生まれ。50歳。慶応義塾大学法学部卒。三井物産勤務を経て、93年に
衆院初当選。衆院当選５回。元財務副大臣。衆院国土交通委員長、同災害対策特
別委員長などを歴任。現在：党副幹事長、同国際委員長、同経済産業部会長。

www.akaba-now.com　ホームページで赤羽かずよしの活動を紹介しています。皆様のご意見をお寄せください。

暮らしを守る̶国民減税
●定額給付金：一人12,000円、65歳以上と18歳以下の方は20,000円。
基準日は2009年２月１日

●住宅税制：住宅ローン減税を延長。最大控除可能額を過去最高水準に。
自己資金で行う省エネ･バリアフリー･耐震改修も税額控除

●自動車減税：環境性能に優れた車の購入･保有の自動車重量税（車検は
１回分）や、自動車取得税（新車のみ）を３年間減免

●高速道路料金の大幅引き下げ：（詳細は裏面）

安心の医療̶高齢者医療費の負担を軽減
●高齢者医療費の軽減：（詳細は裏面）
●医師不足と救急医療対策：救命救急センターの支援拡充。ドクターヘ
リを８機増機

未来を担う̶子育て支援
●出産費用に現金不要！：出産育児一時金を42万円に引上げ（詳細は裏
面）。妊産婦検診の14回無料

●子育て応援特別手当：第2子以降の子どもを持つ家庭に36,000円を
支給（原則3歳未満。詳細は裏面）

●奨学金の拡充：（詳細は裏面）
●学校の耐震化：国の補助率を1/2⇒2/3に、危険性の高い公立小中学校
施設等の耐震化を加速

働く場を確保̶雇用対策を実施中！
●住宅確保：解雇後、住宅を提供する企業へ助成（１人4～6万円）。住
宅生活支援の資金貸付（最大186万円）。雇用促進住宅や公営住宅
を活用

●雇用維持：雇用調整助成金を拡充（雇用６カ月未満の非正規労働者への
適用拡大）。派遣労働者を雇用する企業へ奨励金（１人100万円、有期
雇用･大企業は50万円）

●雇用創出：１兆円のふるさと雇用再生特別交付金を創設、自治体の雇用
対策を支援

●生活保障：月額最大10万円の給付金を実施中、第２次補正で12万円
へ拡充

●内定取消：企業名の公表を含めた企業指導等を強化

経済を守る̶中小企業対策
●資金繰り支援と中小企業減税を実現：（詳細は裏面）
●建設業の資金調達：公共工事を受注施工する中小･中堅建設企業に建
設業事業協同組合等が融資を実行

水と緑と空気̶自然と健康を守る
●エコ自動車導入：電気自動車、プラグインハイブリッド自動車などの導
入に助成と優遇税制

●エコポイント事業：省エネ家電等の購入などによりポイントが貯まり、
商品等と交換

●省エネ･新エネ設備の導入：家庭･企業･公共施設等への太陽光発電の
導入や地域での大規模太陽光発電等の導入支援

●農業をバックアップ：休耕田の解消と、飼料米や米粉の生産支援（詳細
は裏面）。担い手への融資円滑化のため融資保証料の軽減措置の新設
や無利子融資制度の充実

ムダゼロ̶徹底したムダの削減
●公益法人向け支出の大幅カット（18年度比41％、約3,500億円以上
削減）

●地方道路整備臨時交付金の廃止など特別会計の削減（約１兆2,400億
円削減）

●タクシー代･広報経費･委託調査費などを３割以上カット（約554億円
削減）

●防衛装備品の調達合理化でコスト縮減（F15戦闘機の集中整備や護衛
艦搭載装備品一括調達など）で約2,800億円の縮減

国民生活と日本経済を守り、将来の成長の芽を育てる予算編成と税
制改正案が決定。皆様にお約束した「赤羽マニフェスト」の数々が実
現しました。その一部をご紹介します。

赤羽かずよしの実績
（21年度予算･税制改正から）
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医療
社会保険神戸中央病院の
存続と拠点化
子どもの急な病気は時を選んではくれません。休日夜間の子どもの発熱――お
医者さんに診てもらえ、どれほど安心したことか。
拠点病院を核とした救急医療体制の確立は、私たちの暮らしの安心の第一歩で
す。赤羽かずよしは「社会保険神戸中央病院の存続」を国会で質問。厚生労働大
臣から「存続」の答弁を繰り返し引き出し続けている唯一の国会議員です。

拠点病院を中核に、開業医の協力による救
急医療体制を確立
高齢者医療費の負担軽減
※70～74歳の窓口負担１割を据え置き。75歳以上の被扶養者の保険
料９割軽減を継続。年金収入80万円以下の世帯の保険料9割軽減

医師不足解消へ、勤務医の待遇改善や医学
部の定員増を実現
開業前に、一定期間勤務医として従事する
制度を提案中

経済
中小企業＆神戸経済
小さなパン屋の父と母。早朝から深夜まで立ち通しで額に汗して働く姿を見な
がら育った赤羽かずよし。
中小企業の資金繰りを支える大切さを誰よりも身をもって知っています。赤羽
かずよしの想いは、断じて中小企業を守り、街に賑わいを取り戻すことです。

緊急保証制度･貸付の実施（約30兆円）
※緊急保証制度（20兆円）と政府系金融機関等による貸付（10兆円）。

中小企業税率の引き下げ
※所得800万円以下の中小企業の法人税軽減税率を22％から18％へ
引き下げ（2年間）。赤字になった中小企業には、前年度法人税の一部の
繰り戻し還付も実現

ビジット神戸キャンペーンで観光客を倍増へ
※有馬温泉、ゴルフ場、神戸ビーフ・中華・洋食・海鮮、そして洋菓子・珈琲、
神戸の魅力を一人でも多くの人に知ってもらおう！

高速道路料金の大幅値下げ
※土日祝日なら「普通車」「軽自動車」はどこまで行っても原則1,000円
（大都市圏を除く）。平日昼間も３割引き（大都市圏を除く）。阪神高速
利用料金については休日一定の割引を導入

子育て
子育て家庭の経済負担を軽減
二児の父親—赤羽かずよし。日本の宝である子どもを安心して産み育てるこ
とができる社会づくりは政治の責任です。
これまで具体的な子育て支援政策を実現。３つの奨学金で大学を卒業した赤羽
かずよしは、成績にかかわらず利用できる奨学金制度の拡充に全力投球中です。

児童手当を拡充 
子育て応援特別手当（3万6千円）を支給
※1年間限定、2002年4月２日～05年4月1日生まれの第2子以降が対象

出産一時金の35万円→42万円へ拡充
※本人に39万円、出産事故保険費用として３万円

奨学金制度の拡充と、対象者を増員
※入学資金貸与額が30万円⇒50万円に拡充。無利子有利子含め貸与人
数5.6万人増。全体で約127.5万人へ

交通問題
安い交通運賃の実現
公共交通の維持
神戸市北区に住む赤羽かずよし。暮らし始めた頃、北区の高い交通運賃にビック
リ！　誰も手をつけてこなかった北神急行電鉄の運賃引き下げを８年越しで実
現しました。
公約の阪神高速の対距離制料金導入もストップ、高速道路の割引も実現。

阪神高速の対距離制料金導入ストップ
北神急行電鉄の値下げ期間の継続決定
誰にでもやさしい駅のバリアフリー化
※29％（2000年）→75％（07年）に拡大中

農業
食の安全、
食料自給率の向上
三井物産穀物部で勤務していた赤羽かずよし。今ほど、安全で安心な食品の供給
が求められている時代はないと実感しています。
食料自給率の向上を目指し、学校給食の米飯化や地産地消を推進し、良質な農作
物を生産できる産業としての農業を目指します。

学校給食の米飯化や地産地消の推進
休耕田の解消を、飼料米や米粉の生産促進
※遊休農地･水田フル活用に取組む農業者への支援。新たに米粉･飼料米、
麦、大豆等を作付拡大した農家に助成金を実現

農地法の改正で、借りやすい農地の実現




